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横浜市民フォーラム
「知っておきたい斜面のはなしQ&A 斜面と暮らす」

防災から見た斜面

斜面における様々な土砂移動

土砂災害への備え

斜面災害の変化

応用地質株式会社 上野将司
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斜面における様々な土砂移動 39.43.

崩壊（崖崩れ）

地すべり

土石流（山津波）

落石・岩盤崩壊

その他

盛土の崩壊など
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崩壊 36.37.55.

降雨や地震時に急斜面

で発生し、急速に落下する．

小規模な表層崩壊が多い

斜面長40m以下

幅25m以下

深さ3mまで

 

斜面工学研究小委員会 4

地すべり 29.

比較的緩い斜面（傾斜30°以下）に多く、長期的に緩慢な
移動をする．

大八木原図
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土石流 31.40.

豪雨時に渓流において発生し、
移動距離が長く移動速度が
速い(40km/h程度)
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落石 30.

降雨、地震、凍結融解、融雪、
風などが原因で発生
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崩壊や地すべりに対して注意すべき斜面
35.46.48.

地形条件

地震時に危険な斜面

尾根状の斜面、崖の頂部

降雨時に危険な斜面

水が集まりやすい地形

地質条件

土砂層の存在と浅い地下水

災害履歴

周辺での災害の有無
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土砂災害への備え（１）
ハード対策：崩壊対策工 73.
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土砂災害への備え（２） 33.58.59.60.61.

ソフト対策：降雨時の通行止めや避難

局所的な対応

累積雨量と時間雨量：道路、鉄道

実効雨量と時間雨量：土石流危険渓流

広域的な対応

土壌雨量指数（5kmメッシュ）：気象庁

警報の発令「○○市では過去数年間で最も土
砂災害の危険性が高まっています」
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土砂災害への備え（３）
土砂災害の予兆 50.51.

地すべり・崩壊

クラック、土地の傾斜、隆起、

陥没、湧水の変化、家屋な

ど構造物の変状

土石流

渓流の流量変化

流水の濁り

異常な音

異様なにおい
（100ページの図１）
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土砂災害防止法

36.（167ページの図１）

平成11年6月の広島市・

呉市の豪雨災害を契機に
平成13年4月1日施行

行政の「知らせる努力」

土砂災害警戒区域（イエ

ローゾーン）特別警戒区域

（レッドゾーン）の指定

住民側の「知る努力」

避難ルートと避難場所
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斜面災害の変化（縄文～高度成長期）
9.39.

縄文時代：丘陵や台地上に居住→土砂災害の安全地帯

弥生時代：低地への進出→斜面下での被害、洪水被害

古代～江戸：山地の緩斜面への居住（耕作地と日照）

明治～戦前：山間低地への居住が進む？（交通の発達）

十津川災害（明治22年）、砂防法（明治30年）

戦後：新潟、北部九州での地すべり多発

地すべり等防止法（昭和33年）

都市域の拡大と丘陵の開発による崖崩れ多発

急傾斜地崩壊防止法（昭和44年）
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斜面災害の変化（現代）
大規模な宅地開発など：大きな人工斜面（のり面）が
普通の景観になった．

地震時の災害：盛土被害の顕在化

十勝沖地震：盛土被害は鉄道

中越地震：盛土被害は宅地・道路

降雨時の災害：都市周辺部へ移動？

横浜、川崎の降雨災害は著しく減少

（斜面の被覆化が進行）

地震時のリスクが増加？


